
 

■研究概要 

 人々のつながりからなる社会ネットワークに

ついて，それが，自分や他者・組織・社会に対し

てもたらすさまざまな効果や，社会ネットワーク

の形成・変容のプロセス，そしてまた，社会ネッ

トワークの測定法などについて研究しています．

つまるところ，社会ネットワークに何らかの関係

があるテーマであれば，何でも研究対象です．（逆

に，社会ネットワークに何も関係がないテーマと

いうのもあまりありません．） 

 そのため，私の「研究テーマ」は，下記のよう

に多岐にわたっています．既存の研究領域に社会

ネットワークの視点を持ち込むことで，面白い発

見ができないかと考えてきたためです．いつも何

か研究の題材がないかアンテナを広げています． 
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■研究テーマ 

1. 社会ネットワークと協力行動 

小集団における社会ネットワークにおいて，

信頼関係が推移的であるほど，集団内におけ

る協力行動が現れやすいことを明らかにし

ました（文献 A）．この知見をワッツのスモー

ルワールド・ネットワークのシミュレーショ

ンを応用して拡張し，社会全体における協力

が成立する条件を求めました（文献 B）． 

2. 地域社会のネットワークと震災からの復旧・

復興の成否 

新潟県中越地震（2004年 10月）の生じる前

と後とで同じ人々を対象としたパネル調査

を行い，地域社会のネットワークやコミュニ

ティのどのような性質が，震災からの復旧・

復興の成否に関係しているのかを計量的に

検討しました（文献 C, D）．東日本大震災の

直後には，その調査結果をもとに，被災住民

の人々に向けて提言を行いました（文献E）． 

3. 社会ネットワークが地域や個人の格差の縮

小（拡大）にもたらす効果 

「格差社会」と言われて久しいですが，個人

間の格差は，個々人に起因するものも，自治

体の支援の差から間接的にもたらさせるも

のもあります．このような格差に対して，社

会ネットワークは，それを縮小する効果があ

るかどうかを総合的に検討しました（文献 F）．

また，地域社会のネットワークが犯罪の抑制

に役立つかについても検討しました（文献G）． 

さらには，ある職業に就いている人を知って

いることで，その職業に対する評価が上がる

かどうかを検討しました（文献 H） 

社会ネットワークの力を解明する 



4. その他 

・安曇野の美術館・博物館の巡り方の，安曇

野市民と観光客との違い（文献 I） 

・口承文芸（「三枚のお札」）のヴァリアント

と通婚圏との関係（文献 J） 

・「集団的自衛権」の支持者が誰かなど，政治

や世論の分析（文献 K）  など． 
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▲趣味 

クラシック音楽：時間があるときには，ピアノを練習しています．若い頃はショパンが好きでした

が，最近は意味も感情もない（とか言うと，専門家に怒られそうだが）バッハがいいかな．いやむ

しろ，フーガは，頭と手の体操になり，ボケ予防になるかなと思ってやってます（知らんけど）． 

ショッピング：街をぶらぶら見て回るのが好きです．パッと目が合ったものを縁と思って買うことが

多いです． 

子どもとお出かけ：週末などに幼い愛娘と愛妻とあちこちお出かけするのが楽しみです． 

 

◆ゼミの内容 

 ゼミのテーマは，社会ネットワークの効果や格差社会などを取り上げています．また，ゼミと他の

科目を連動させながら，調査法や統計学といった卒業後にも活かせる「基礎力」をつけてもらうこと

を高次の目標としています．こうして，「世界のどこでもたくましく生きていける人」を作りたいと

思っています． 


